
学友会４０周年記念パーティー
〜宝塚歌劇団８０期⽣による記念コンサート〜

報告
7月7日、ジ オリエント（旧 オリエンタルホテル神⼾）にて芦屋川カレッジ学友会40

周年記念パーティーが、髙島芦屋市⻑を来賓にお迎えして盛⼤に開催されました。参
加会員数はロイヤルボールルームがあふれるばかりの160名でした。
越智会⻑の挨拶に続いて、髙島芦屋市⻑のお祝いのご挨拶、続いて梶本副会⻑の乾

杯の発声で始まりました。コース料理を頂いてから、宝塚歌劇団80期⽣による圧巻の
ON STAGEでした。司会は企画グループ41期⽣の小寺繁子さんが務めました。
《越智会⻑挨拶》
芦屋川カレッジが1985年に芦屋市の⽣涯学習事業として開設さ

れ、その翌年に第1期⽣有志によって学友会が発足しました。以
来40年、先輩から後輩へと活動が受け継がれ、阪神・淡路⼤震災
やコロナ禍など幾多の困難を乗り越え歩み続けてこられたのは、
歴代会員の努力と絆の賜物です。
学友会は会員相互の交流を図るとともに地域社会への貢献を続

けてきました。40周年を新たな出発点として定めたテーマ「歩ん

越智会長

《髙島崚輔市⻑挨拶》
私は芦屋川カレッジ学⻑であり、学友会40周年を祝福するとと

もに、第1期⽣から現在まで卒業⽣同士の交流が受け継がれてい
ることを高く評価するものです。また、仕事を終えた後も学び続
け、地域活動や社会貢献に積極的に取り組む会員の皆さまの姿は、
現役世代や子どもたちにとっても⼤きな模範と言えます。学び続
ける姿勢を今後も続けて、10年後の50周年にもぜひ招いていただ
き、皆さんと元気に再会したいと思います。
《梶本副会⻑による乾杯》
会員の健康と学友会のさらなる発展を祈念して乾杯をしました。

越智会長

髙島市長

できた40年、深まる絆と輝く歴史。心ひとつに共に創る未来へ」のもと、次の50周
年に向けてさらなる発展を目指す決意です。企画・運営に携わった委員やホテル関
係者など、記念事業を支えたすべての関係者に感謝の意を表します。
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コース料理を戴きながらの和やかな歓談の中、参加者は40年の
歩みを振り返りながら親睦を深め、次の50周年に向けた新たな一
歩となる記念のひとときを過ごしました。

梶本副会長
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１．序曲〜愛あればこそ（鳴海＆毬穂）
２．うたかたの恋（鳴海＆毬穂）
３．ヴォラーレ（鳴海）
４．亜麻色の髪の乙女（毬穂）
５．エル・クンバンチェロ（鳴海＆毬穂）
６．Time to say goodbye （鳴海＆毬穂）
７．希望の歌（鳴海＆毬穂）
【アンコール】
８．ふるさと（鳴海＆毬穂・皆さま）
９．上を向いて歩こう（鳴海＆毬穂・皆さま）
１０．すみれの花の咲く頃（ショート）（鳴海＆毬穂）

記念パーティーの最後は杉⼭副会⻑が締めくくりました。

杉山副会長 司会・小寺さん

《宙組毬穂えりなさん、星組鳴海じゅんさんによるON STAGE》
皮切りは、「愛あればこそ」、宝塚歌劇団の人気曲です。なじみの曲が次から次へ

と繰り広げられました。お二人でのデュエットは洗練されてすばらしく、それぞれの
ソロも個性が光って魅力的でした。加えて、お二人が客席回りをして会員と握手をす
るサービスもあり、会場の皆さんも⼤喜びでした。美しく華やかなステージを間近で
楽しみ、酔いしれたことと思います。
OGさん同士の深い絆を感じさせるすばらしいON STAGE、最後は「希望の歌」で

締めくくられました。会員からの熱い『アンコール！』の声にこたえて、『用意して
ましたよ』と「ふるさと」「上を向いて歩こう」を観客と一体となったお二人との⼤
合唱、最後は誰でも知っている「すみれの花咲く頃」で締めくくられました。

（広報G・兵東勇記 写真：兵東勇 久保田光）
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毬穂えりなさん
鳴海じゅんさん入場

ロイヤルボールルーム
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毬穂えりなさん
鳴海じゅんさん退場
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毬穂えりなさん 鳴海じゅんさん
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懇 親 会

C卓 20期-1 C卓 20期-2 24期

D卓 22期来賓スタッフ

E卓 25期-2E卓 23期-2 25期-1

E卓 23期-1
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B卓 33期

F卓 26期 K卓 27期

K卓 31期

L卓 30期J卓 29期 32期
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F卓 34期

I卓 37期-1

G卓 35期

Q卓 36期-1 R卓 36期-2

S卓 36期-3
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A卓 37期-2 MN卓 38期

P卓 39期-2

H卓 40期-1 T卓 40期-2

H卓 39期-1
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A卓 企画G

その他 41期 O卓 42期
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